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静岡地学 69号 (1994)

30 を迎えて

伊藤通玄*

本会は地学および地学教育の普及@発展をはかり、お互いに研修して地学教育上の諮問題を解決し、

地学の研究を協力して進めることを目的として 1964年6月に結成され、本年6月をもって満30年を

迎える O 既に昨年6丹には杉村新先生(元神戸大学理学部教授)をお招きして第30回総会を記念した

「公開講演会ムさらに「記念の集いJを開催し、本会の歩みを回顧するとともに、今後のありかたを

考える機会をもうけたが、満30年を迎えるにあたり私見の一端を述べ、会員諸氏の活発な問題提起と

諸活動への参加を切望する O

本会の活動を 10年ごとに区切り、その歩みを大胆にまとめると、第1期 (1964-73年)は会員数約

100名ほどの小規模組織でのスタートであったが、会員および運営委員の並々ならぬ努力と

会をはじめとする関係諸機関 e団体のご支援により、活発@多様な活動

」会』
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